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医学雑誌編集員会の活動

勝　部　琢　治

は じ め に

平成27年に、大谷順院長（当時）の提言により、今
後、新たな専門医制度が始まることにより、専門医や
指導医の取得や更新をするために論文の発表が必要な
こと、また、看護研究などの学術的発表の場やquality 

control（QC）活動の記録を掲載する場が必要というこ
とで、12巻（2006年）までで活動が途絶えていた医学
雑誌編集委員会を立ち上げることになった。

活動の経緯

編集委員会を軌道に乗せる準備として、2016年２月
に委員会を開催し、委員会の要綱や投稿規程などを協
議し、その後委員長を選出し、2016年度より本格的に
活動を再開する基礎を形成した。
2016年に入ると本格的に委員会活動を開始した。10
年前に発行して依頼、医学雑誌を発刊しておらず、当
時、脳神経外科安藤誠一先生が中心となって編集、発
行していた医学雑誌の発刊はどのようにしていたの
か、投稿規程はどうなっていたか、誰もわからず、手
探りの状況ではじまった。編集委員会内で相談しなが
ら、投稿規程の策定、院内周知、査読のルール化など、
ひとつひとつ新たに決まりを作っていった。
当時、原稿が十分に集まるかどうかが一番心配だっ
た。しかし、多くの職員の協力により、最終的には10
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編を超える論文が集まり、当院として10年ぶりに医学
雑誌を発刊することができた。本当に感謝の気持ちと
安堵感を感じることができた。
特に、病院経営がうまくいかなかった10年間は、当
院の職員間で「研究」という分野はあまり活発的に活
動をしてこなかったように思う。しかし、森脇義弘委
員長と若手医師を中心に、委員会として「研究」の必
要性を職員に広め、少しずつではあるが活動の輪が広
がり、投稿数も減ることなく続いている（図１）。

今後の展望

今後の課題としては、査読の迅速化及び編纂作業の
効率化が上げられる。投稿数が多くなったのは良いが、
期限内の査読などができず、事務的な煩雑さを生み、
毎年仕上げる編纂作業に支障が出てきている。これか
らは、システマチックに進むように事務局も努力して
いく必要がある。

ま　と　め

最後に、医療職として、探究心と仕事をひとつずつ
まとめることが医療レベルの向上に繋がると信じてい
る。この医学雑誌をひとつのきっかけに、当院のアカ
デミックな活動の一助となり、臨床・教育・研究を含
めて総合力の向上につながるよう活動を継続したい。
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図１　中断直前の12巻１号（2006年刊行）と再開第１号の13巻１号（2016年刊行）
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